
理科学習指導案 

 

  授業日時 2021 年 9 月 1 日（水）第 2 校時 

単元名：  授業学級 2 年 B 組 

「水蒸気の変化と湿度」 
 授業会場 212 教室 

 授 業 者   

（全 2 時間扱い中 第 1 時）  指 導 者    

 

（1）主眼（授業の手立て＆ねらい） 

雲ができる条件は何かを考える場面で，空気を冷やしたり，気圧を下げたりすることで空気中の水蒸気が

水に戻るかどうかを調べることを通して，上空では空気が冷やされることで水蒸気が水滴になることが起き

ていることを推測することができる。 

（2）展開 

 学習活動 予想される子どもの反応 「授業者の主な発問」・※留意点・【教材】 時間 

導

入 

１．雲が発生

する映像から

雲に対して疑

問を持ち，学

習問題を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．雲ができ

る上空につい

て考え，雲と

関係する要素

について疑問

を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

「下から生えてきているみたい」 

「モクモクと成長している」 

 

 

「小さな水の粒でできている」 

「水蒸気の集まり」「ゆげ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「上空でできる。」 

「雲は水滴だから，絶対に水が必要」

「水以外にも必要なんじゃない？」 

 

 

 

「空気が薄い」 

 

「気圧が低い」 

「上空は寒そう。」「気温が低い」 

 

 

「空気中のちりが必要だと聞いたこ

とがあるよ。」 

 

 

・雲が発生する映像を提示する。 

「普段あまり雲が作られていく姿を見

たことはなかったかもしれませんが，雲

が発生する様子がわかりますね。」 

 

・雲が何でできているかを尋ねる。 

・水の状態変化，水（液体）と水蒸気の

違いについて確認することで，雲は水滴

の集まりであることを捉えられるよう

にする。 

 

・「では，さっきの映像の様に雲は水を

材料にしてモクモクと発生するわけで

すが，どうやって雲はできるのでしょう

か。」 

 

※ワークシート配布 

 

・「雲ができる条件で知っていることは

ありますか」と尋ね，全体で考えを共有

する場を設けることで，実験への見通し

をもつことができるようにする。 

 

「上空ってどんな場所なんだろうか」 

 

「空気が薄いってことはどういうこ

と？」 

※気圧・気温の違いに目を向けられるよ

うにする。 

 

 

・チリについての疑問が出た場合は，疑

問を次回までとっておき実験への足掛

かりとする 
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【学習問題】雲ができる条件は何だろうか。 



 

「水が発生する」 

「水蒸気だから，冷やせば結露して出

てくる」 

「上空みたいに気圧を下げれば出て

くるんじゃないかな。」 

 

 

 

・水滴の元の「水」は空気中の「水蒸気」

ではないかという意見を待ち受け，「水

蒸気」がどうなると「水」に戻るのかを

問いかける。 

 

 

「では今回は，空気中に含まれる水蒸気

から水滴が発生するか，気圧と気温に焦

点をあてて確かめてみよう。」 

 

 

 

展

開 

３．実験方法

の導出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実験 

 

 

 

 

 

 

 

実験方法をワークシートにメモする 

 

 

 

 

 

 

実験結果をワークシートに記入 

「コップに氷を入れると水滴が着い

た。」 

「結露だ。」 

 

「温度が〇℃下がった」 

「真空ポンプで空気を抜いても，水滴

には戻らなかったぞ。」 

「温度は下がっても，金属コップみた

いに水滴はつかない。」 

【金属コップ・真空ポンプ】 

「実験では比較することが大切なので，

一応さいしょは常温の水を入れておい

て，だんだん冷たくさせていきましょ

う。」 

 

「水滴が見やすいようにテープを貼っ

た金属コップを配ります。」 

・実験器具を前からとってきてもらうよ

う呼び掛ける 

 

 

・真空ポンプは押さえつけないと空気が

漏れてしまうことがあること，温度計は

壁についているとうまく測れない場合

があること，しっかり時間をおかないと

温度が反映されないことを伝えること

で，注意して実験することを促す。 
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終
末 

５．考察する。 

 

 

 

 

 

 

６．振り返り 

 

 

「水蒸気が冷やされると水に戻るこ

とがわかった。でも上空が寒いかどう

かはわからないのでは。」 

「気圧を下げても水滴に戻らなかっ

た。でも，上空は気圧が低い。それは

何か関係があるのだろうか。」 

 

 

「この実験で分かったことはなんでし

ょう。」 

「逆に知りたかったけどわからなかっ

たことは何でしょう。」 

＊この一時間でわかったこと，まだ分か

らないことをはっきりさせる 

 

 

・「授業の振り返りと感想をワークシー

トに記入してください」 
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【学習課題】空気の温度を下げたり，気圧を下げることで，水蒸気が水に戻るか確かめよう。 

【本時の評価（評価する対象）】 

上空では空気が冷やされることで水蒸気が水滴になることが起きているこ

とを推測することができる。【ワークシート】 




